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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オペレーティングシステム上で動作するソフトウェアをインストールする場合に、ＣＰ
Ｕ及びハードディスクドライブを備える装置においてブートファイルの読み出し順序を変
更する方法であって、
　前記ＣＰＵは、前記オペレーティングシステムを実行するように構成されており、
　前記ハードディスクドライブは、第１領域及び第２領域を含み、
　前記第１領域であるシステムパーティション内には、デフォルトのブートファイルが格
納され、
　前記第２領域には、前記オペレーティングシステム、前記ソフトウェア及び前記ソフト
ウェアに関連するプログラムが格納され、
　インストーラを実行する前記ＣＰＵによって、
　前記システムパーティション内に格納されている前記デフォルトのブートファイルのデ
フォルトの第１ファイル名を、前記第１ファイル名の全部を含む第２ファイル名に変更し
、
　前記第１ファイル名を付したブートファイルをプリブートファイルとして前記システム
パーティションに格納し、
　起動時に、前記第１ファイル名の前記プリブートファイルを読み出してプリブートマネ
ージャを起動し、
　前記プリブートマネージャを実行して、前記プリブートファイルと同じフォルダ内の前
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記第２ファイル名の前記ブートファイルを読み出してブートマネージャを起動し、
　前記ブートマネージャを実行して、前記オペレーティングシステムを起動する
　方法。
【請求項２】
　オペレーティングシステム上で動作するソフトウェアをインストールする場合に、ブー
トファイルの読み出し順序を変更する装置において、
　前記オペレーティングシステムを実行するように構成されたＣＰＵと、
　第１領域であるシステムパーティション内にデフォルトのブートファイルが格納される
と共に、第２領域に前記オペレーティングシステム、前記ソフトウェア及び前記ソフトウ
ェアに関連するプログラムが格納されるハードディスクドライブと
　を備え、
　インストーラを実行する前記ＣＰＵは、
　前記システムパーティション内に格納されている前記デフォルトのブートファイルのデ
フォルトの第１ファイル名を、前記第１ファイル名の全部を含む第２ファイル名に変更し
、
　前記第１ファイル名を付したブートファイルをプリブートファイルとして前記システム
パーティションに格納し、
　起動時に、前記第１ファイル名の前記プリブートファイルを読み出してプリブートマネ
ージャを起動し、
　前記プリブートマネージャを実行して、前記プリブートファイルと同じフォルダ内の前
記第２ファイル名の前記ブートファイルを読み出してブートマネージャを起動し、
　前記ブートマネージャを実行して、前記オペレーティングシステムを起動するように構
成される
　装置。
【請求項３】
　オペレーティングシステム上で動作するソフトウェアをインストールする場合に、ＣＰ
Ｕ及びハードディスクドライブを備える装置においてブートファイルの読み出し順序を変
更する方法であって、
　前記ＣＰＵは、前記オペレーティングシステムを実行するように構成されており、
　前記ハードディスクドライブは、第１領域及び第２領域を含み、
　前記第１領域であるシステムパーティション内には、デフォルトのブートファイルが格
納され、
　前記第２領域には、前記オペレーティングシステム、前記ソフトウェア及び前記ソフト
ウェアに関連するプログラムが格納され、
　インストーラを実行する前記ＣＰＵによって、
　前記第２領域をシュリンクして、前記第２領域中に空いた領域を設定し、
　前記空いた領域に前記システムパーティションのサイズと同じサイズの複製パーティシ
ョンを作成し、
　前記複製パーティションに前記システムパーティションの全てのファイルをコピーし、
　前記システムパーティションにプリブートファイルを格納し、前記複製パーティション
に前記デフォルトのブートファイルを格納するように、前記システムパーティション中の
前記デフォルトのブートファイルと前記複製パーティションのブートファイルとを置き換
え、
　前記ＣＰＵの起動時に、前記システムパーティション中の前記プリブートファイルを読
み出してプリブートマネージャを起動し、
　前記プリブートマネージャを実行して、前記複製パーティション中の前記デフォルトの
ブートファイルを読み出してブートマネージャを起動し、
　前記ブートマネージャを実行して、前記オペレーティングシステムを起動する
　方法。
【請求項４】
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　オペレーティングシステム上で動作するソフトウェアをインストールする場合に、ブー
トファイルの読み出し順序を変更する装置において、
　前記オペレーティングシステムを実行するように構成されたＣＰＵと、
　第１領域及び第２領域を含み、前記第１領域であるシステムパーティション内にデフォ
ルトのブートファイルが格納されると共に、前記第２領域に前記オペレーティングシステ
ム、前記ソフトウェア及び前記ソフトウェアに関連するプログラムが格納されるハードデ
ィスクドライブと
　を備え、
　インストーラを実行する前記ＣＰＵは、
　前記第２領域をシュリンクして、前記第２領域中に空いた領域を設定し、
　前記空いた領域に前記システムパーティションのサイズと同じサイズの複製パーティシ
ョンを作成し、
　前記複製パーティションに前記システムパーティションの全てのファイルをコピーし、
　前記システムパーティションにプリブートファイルを格納し、前記複製パーティション
に前記デフォルトのブートファイルを格納するように、前記システムパーティション中の
前記デフォルトのブートファイルと前記複製パーティションのブートファイルとを置き換
え、
　前記ＣＰＵの起動時に、前記システムパーティション中の前記プリブートファイルを読
み出してプリブートマネージャを起動し、
　前記プリブートマネージャを実行して、前記複製パーティション中の前記デフォルトの
ブートファイルを読み出してブートマネージャを起動し、
　前記ブートマネージャを実行して、前記オペレーティングシステムを起動するように構
成される
　装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、ブート時に読み出されるファイルの順番を変更する設定方法、プ
ログラム、および情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ファームウェアとして、オペレーティングシステムとハードウェアとの間を取り持つイ
ンタフェースとして、ＢＩＯＳが広く使われていたが、ＢＩＯＳの代わりにＥＦＩ（Exte
nsible Firmware Interface）が採用され始めている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－３８９３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＥＦＩを用いたシステムではオペレーティングシステムの起動時、従来のＭＢＲ（Mast
er Boot Record）を用いない。ＥＦＩブートマネージャによってオペレーティングシステ
ムが起動される。ＥＦＩブートマネージャは、ＨＤＤのＥＦＩシステムパーティション内
のブートファイルに基づいてＣＰＵが実行する。
【０００５】
　ＥＦＩシステムパーティションは、基本的にＨＤＤの先頭にあり、ＦＡＴ３２ファイル
システムでフォーマットされている。ブートファイルは、例えばＥＦＩ＼＜ｖｅｎｄｅｒ
　ｎａｍｅ＞フォルダ内に格納される。ブートファイルの起動順序は、ＥＦＩシステムの
不揮発性メモリに格納されたファイルのパスを示すブート変数によって変更することが可
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能であるが、設定が無い場合などにはデフォルトのファイルパス（ｘ６４の場合　ＥＦＩ
＼Ｂｏｏｔ＼Ｂｏｏｔｘ６４．ＥＦＩ）にあるファイルが起動される。
【０００６】
　ブートファイルの起動順序を変更したい場合、ブート変数によって変更することが可能
であるが、ＥＦＩの実装によってはこの起動順序が参照されないケースがある。
【０００７】
　本発明の目的は、起動時に読み出されるファイルの順番を確実に変更することが可能な
設定方法、プログラム、および情報処理装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態によれば、オペレーティングシステム上で動作するソフトウェアをインストー
ルする場合に、ＣＰＵ及びハードディスクドライブを備える装置においてブートファイル
の読み出し順序を変更する方法であって、前記ＣＰＵは、前記オペレーティングシステム
を実行するように構成されており、前記ハードディスクドライブは、第１領域及び第２領
域を含み、前記第１領域であるシステムパーティション内には、デフォルトのブートファ
イルが格納され、前記第２領域には、前記オペレーティングシステム、前記ソフトウェア
及び前記ソフトウェアに関連するプログラムが格納され、インストーラを実行する前記Ｃ
ＰＵによって、前記システムパーティション内に格納されている前記デフォルトのブート
ファイルのデフォルトの第１ファイル名を、前記第１ファイル名の全部を含む第２ファイ
ル名に変更し、前記第１ファイル名を付したブートファイルをプリブートファイルとして
前記システムパーティションに格納し、起動時に、前記第１ファイル名の前記プリブート
ファイルを読み出してプリブートマネージャを起動し、前記プリブートマネージャを実行
して、前記プリブートファイルと同じフォルダ内の前記第２ファイル名の前記ブートファ
イルを読み出してブートマネージャを起動し、前記ブートマネージャを実行して、前記オ
ペレーティングシステムを起動する方法が提供される。
 
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態の情報処理装置の外観の一例を示す斜視図。
【図２】実施形態の情報処理装置のシステム構成の一例を示すブロック図。
【図３】ＨＤＤのパーティションの構成の一例を示す模式図。
【図４】ＥＦＩシステムパーティションの構成の一例を示す模式図。
【図５】ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順の一例を示すフローチャート。
【図６】ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を説明するための模式図。
【図７】ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を説明するための模式図。
【図８】ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール後のＨＤＤの状態の一例を示す模式図
。
【図９】ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を示すフローチャート。
【図１０】ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を説明するための模式図。
【図１１】ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を説明するための模式図。
【図１２】ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール後のＨＤＤの状態の一例を示す模式
図。
【図１３】リダイレクトの概要を示す模式図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１１】
　まず、図１～図２を参照して、一実施形態に係る情報処理装置の構成について説明する
。この情報処理装置は、例えば、ノートブック型の携帯型パーソナルコンピュータとして
実現されうる。



(5) JP 6235211 B2 2017.11.22

10

20

30

40

50

【００１２】
　図１は、ディスプレイユニットを開いた状態におけるノートブック型のコンピュータ１
０を正面側から見た斜視図である。本コンピュータ１０は、バッテリ２０から電力を受け
るように構成されている。本コンピュータ１０は、コンピュータ本体１１と、ディスプレ
イユニット１２とを備える。ディスプレイユニット１２には、液晶表示装置（ＬＣＤ）３
１のような表示装置が組み込まれている。さらに、ディスプレイユニット１２の上端部に
は、カメラ（Ｗｅｂカメラ）３２が配置されている。
【００１３】
　ディスプレイユニット１２は、コンピュータ本体１１の上面が露出される開放位置とコ
ンピュータ本体１１の上面がディスプレイユニット１２で覆われる閉塞位置との間を回動
自在にコンピュータ本体１１に取り付けられている。コンピュータ本体１１は薄い箱形の
筐体を有しており、その上面にはキーボード１３、タッチパッド１４、本コンピュータ１
０をパワーオン／オフするための電源スイッチ１６、幾つかの機能ボタン１７、およびス
ピーカ１８Ａ、１８Ｂが配置されている。
【００１４】
　また、コンピュータ本体１１には、電源コネクタ２１が設けられている。電源コネクタ
２１はコンピュータ本体１１の側面、例えば左側面に設けられている。この電源コネクタ
２１には、外部電源装置が取り外し自在に接続される。外部電源装置としては、ＡＣアダ
プタを用いることが出来る。ＡＣアダプタは商用電源（ＡＣ電力）をＤＣ電力に変換する
電源装置である。
【００１５】
　バッテリ２０は、例えば、コンピュータ本体１１の後端部に取り外し自在に装着される
。バッテリ２０は本コンピュータ１０に内蔵されるバッテリであってもよい。
【００１６】
　本コンピュータ１０は、外部電源装置からの電力またはバッテリ２０からの電力によっ
て駆動される。本コンピュータ１０の電源コネクタ２１に外部電源装置が接続されている
ならば、本コンピュータ１０は外部電源装置からの電力によって駆動される。また、外部
電源装置からの電力は、バッテリ２０を充電するためにも用いられる。本コンピュータ１
０の電源コネクタ２１に外部電源装置が接続されていない期間中は、本コンピュータ１０
はバッテリ２０からの電力によって駆動される。
【００１７】
　さらに、コンピュータ本体１１には、幾つかのＵＳＢポート２２、ＨＤＭＩ（High-Def
inition Multimedia Interface）出力端子２３、およびＲＧＢポート２４が設けられてい
る。
【００１８】
　図２は、本コンピュータ１０のシステム構成を示している。本コンピュータ１０は、Ｃ
ＰＵ１１１、システムコントローラ１１２、主メモリ１１３、グラフィクスプロセッシン
グユニット（ＧＰＵ）１１４、サウンドコーデック１１５、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１１６、ハ
ードディスクドライブ（ＨＤＤ）１１７、光ディスクドライブ（ＯＤＤ）１１８、ＢＴ（
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））モジュール１２０、無線ＬＡＮモジュール１２１、Ｓ
Ｄカードコントローラ１２２、ＰＣＩ　ＥＸＰＲＥＳＳカードコントローラ１２３、エン
ベデッドコントローラ／キーボードコントローラＩＣ（ＥＣ／ＫＢＣ）１３０、キーボー
ドバックライト１３Ａ、電源コントローラ（ＰＳＣ）１４１、電源回路１４２等を備えて
いる。
【００１９】
　ＣＰＵ１１１は、本コンピュータ１０の各コンポーネントの動作を制御するプロセッサ
である。このＣＰＵ１１１は、記憶装置としてのＨＤＤ１１７から主メモリ１１３にロー
ドされる各種ソフトウェアを実行する。このソフトウェアは、オペレーティングシステム
（ＯＳ）１５１、および各種アプリケーションプログラム１５２を含む。
【００２０】
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　また、ＣＰＵ１１１は、不揮発性メモリであるＢＩＯＳ－ＲＯＭ１１６に格納された基
本入出力システム（ＢＩＯＳ）も実行する。ＢＩＯＳはハードウェア制御のためのシステ
ムプログラムである。
【００２１】
　ＧＰＵ１１４は、本コンピュータ１０のディスプレイモニタとして使用されるＬＣＤ３
１を制御する表示コントローラである。ＧＰＵ１１４は、ビデオメモリ（ＶＲＡＭ）１１
４Ａに格納された表示データからＬＣＤ３１に供給すべき表示信号（ＬＶＤＳ信号）を生
成する。さらに、ＧＰＵ１１４は、表示データからアナログＲＧＢ信号およびＨＤＭＩビ
デオ信号を生成することもできる。アナログＲＧＢ信号はＲＧＢポート２４を介して外部
ディスプレイに供給される。ＨＤＭＩ出力端子２３は、ＨＤＭＩビデオ信号（非圧縮のデ
ジタル映像信号）と、デジタルオーディオ信号とを一本のケーブルで外部ディスプレイに
送出することができる。ＨＤＭＩ制御回路１１９は、ＨＤＭＩビデオ信号およびデジタル
オーディオ信号をＨＤＭＩ出力端子２３を介して外部ディスプレイに送出するためのイン
タフェースである。
【００２２】
　システムコントローラ１１２は、ＣＰＵ１１１と各コンポーネントとの間を接続するブ
リッジデバイスである。システムコントローラ１１２は、ハードディスクドライブ（ＨＤ
Ｄ）１１７および光ディスクドライブ（ＯＤＤ）１１８を制御するためのシリアルＡＴＡ
コントローラを内蔵している。さらに、システムコントローラ１１２は、ＬＰＣ（Ｌｏｗ
 ＰＩＮ Ｃｏｕｎｔ）バス上の各デバイスとの通信を実行する。
【００２３】
　ＥＣ／ＫＢＣ１３０は、ＬＰＣバスに接続されている。ＥＣ／ＫＢＣ１３０、電源コン
トローラ（ＰＳＣ）１４１、およびバッテリ２０は、Ｉ２Ｃバスのようなシリアルバスを
介して相互接続されている。
【００２４】
　ＥＣ／ＫＢＣ１３０は、本コンピュータ１０の電力管理を実行するための電力管理コン
トローラであり、例えば、キーボード（ＫＢ）１３およびタッチパッド１４などを制御す
るキーボードコントローラを内蔵したワンチップマイクロコンピュータとして実現されて
いる。ＥＣ／ＫＢＣ１３０は、ユーザによる電源スイッチ１６の操作に応じて本コンピュ
ータ１０をパワーオンおよびパワーオフする機能を有している。本コンピュータ１０のパ
ワーオンおよびパワーオフの制御は、ＥＣ／ＫＢＣ１３０と電源コントローラ（ＰＳＣ）
１４１との協働動作によって実行される。ＥＣ／ＫＢＣ１３０から送信されるＯＮ信号を
受けると、電源コントローラ（ＰＳＣ）１４１は電源回路１４２を制御して本コンピュー
タ１０をパワーオンする。また、ＥＣ／ＫＢＣ１３０から送信されるＯＦＦ信号を受ける
と、電源コントローラ（ＰＳＣ）１４１は電源回路１４２を制御して本コンピュータ１０
をパワーオフする。ＥＣ／ＫＢＣ１３０、電源コントローラ（ＰＳＣ）１４１、および電
源回路１４２は、本コンピュータ１０がパワーオフされている期間中も、バッテリ２０ま
たはＡＣアダプタ１５０からの電力によって動作する。
【００２５】
　さらに、ＥＣ／ＫＢＣ１３０は、キーボード１３の背面に配置されたキーボードバック
ライト１３Ａをオン／オフすることができる。さらに、ＥＣ／ＫＢＣ１３０は、ディスプ
レイユニット１２の開閉を検出するように構成されたパネル開閉スイッチ１３１に接続さ
れている。パネル開閉スイッチ１３１によってディスプレイユニット１２のオープンが検
出された場合にも、ＥＣ／ＫＢＣ１３０は、本コンピュータ１０をパワーオンすることが
できる。
【００２６】
　電源回路１４２は、バッテリ２０からの電力、またはコンピュータ本体１１に外部電源
として接続されるＡＣアダプタ１５０からの電力を用いて、各コンポーネントへ供給すべ
き電力（動作電源）を生成する。
【００２７】
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　現在、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ等のファームウェアとオペレーティングシステム１５１との間
のソフトウェアインタフェースを定義する仕様として、ＵＥＦＩ（Unified Extensible F
irmware Interface）（以下では、ＥＦＩ）を用いたコンピュータが販売されている。
【００２８】
　ＥＦＩを用いたシステムではオペレーティングシステム１５１の起動時、従来のＭＢＲ
（Master Boot Record）を用いない。ＥＦＩブートマネージャによってオペレーティング
システム１５１が起動される。ＥＦＩブートマネージャは、ＨＤＤ１１７のＥＦＩシステ
ムパーティション内のブートファイルに基づいてＣＰＵ１１１によって実行される。ＥＦ
Ｉシステムパーティションは、パーティションの種類を示すＧＵＩＤ（Globally Unique 
Identifier）によって識別される。ＧＵＩＤは、ＧＰＴ（GUID Partition Table）内に記
述されている。
【００２９】
　図３は、ＨＤＤ１１７のパーティションの構成を示す模式図である。図４は、ＥＦＩシ
ステムパーティションの構成を示す模式図である。
【００３０】
　ＥＦＩシステムパーティション２０１は、基本的にＨＤＤ１１７の先頭にあり、ＦＡＴ
３２ファイルシステムでフォーマットされている。ＨＤＤ１１７のＥＦＩシステムパーテ
ィション２０１の後に、例えばＣドライブ２０２が設定されている。ブートファイル２１
２は、例えばＥＦＩ＼＜ｖｅｎｄｅｒ　ｎａｍｅ＞フォルダ内に格納される。ブートファ
イルの起動順序は、ＥＦＩシステムの不揮発性メモリ（例えば、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ）に格
納されたファイルのパスを示すブート変数によって変更することが可能であるが、設定が
無い場合などにはデフォルトのファイルパス（ｘ６４の場合　ＥＦＩ＼Ｂｏｏｔ＼Ｂｏｏ
ｔｘ６４．ＥＦＩ）にあるファイル２１１が起動される。
【００３１】
　ところで、ブートファイルの起動順序を変更したい場合、ブート変数によって変更する
ことが可能であるが、ＥＦＩの実装によってはこの起動順序が参照されないケースがある
。
【００３２】
　本実施形態では、確実にブートファイルの起動順序を変更することが可能な方法につて
説明する。以下では、オペレーティングシステム１５１上で動作するＨＤＤ暗号化ソフト
ウェアをインストールする場合に、ブートファイルの起動順序を変更する方法について説
明する。本ソフトウェアは、プリブート認証後にオペレーティングシステム１５１を起動
する。またディスクをセクタ単位で暗号化し、暗号化された領域へのアクセスはディスク
フィルタドライバにより透過的に行われる。
【００３３】
　オリジナルのブートマネージャでは、暗号化されているデータを復号することができな
い。ブートマネージャを起動する前に、暗号化されているデータを復号することが可能、
且つ復号されたデータをブートマネージャに受け渡す、プリブートマネージャを起動させ
る。より具体的には、プリブートマネージャがディスクへのアクセスをフックすることで
、ブートマネージャは透過的に暗号領域へのアクセスを行えるようになります。
【００３４】
　以下では、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール時に、プリブートマネージャをＣ
ＰＵ１１１に実行させるためのプリブートファイルをＨＤＤ１１７に格納する手順につい
て説明する。なお、以下の手順は、ＣＰＵ１１１によって実行されるプログラムであるイ
ンストーラによって行われる処理である。インストーラを実行するためのファイルは、
ＨＤＤ暗号化ソフトウェアおよびＨＤＤ暗号化ソフトウェアに関連するプログラムを実行
するためのファイルと共に例えば記憶媒体内に格納されている。
【００３５】
　図５は、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を示すフローチャートである。
図６は、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を説明するための模式図である。
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図７は、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を説明するための模式図である。
【００３６】
　インストーラは、ＨＤＤ暗号化ソフトウェア、ディスクフィルタドライバ、およびファ
イルシステムフィルタドライバを、コンピュータにインストールする（ステップＢ１１）
。ファイルシステムフィルタドライバは、プリブートファイルへのアクセスが要求された
場合、元のＥＦＩブートファイルにリダイレクトする。ファイルシステムフィルタドライ
バが元のＥＦＩブートファイルにリダイレクトすることによって、アップデート機能によ
ってプリブートファイルが変更される場合に、ＥＦＩブートファイルをアップデートする
ことが可能になる。インストールによって、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアをＣＰＵ１１１に
実行さるためのＨＤＤ暗号化ソフトウェアファイルと、ディスクフィルタドライバをＣＰ
Ｕ１１１に実行さるためのディスクフィルタドライバファイルと、ファイルシステムフィ
ルタドライバをＣＰＵ１１１に実行さるためのファイルシステムフィルタドライバファイ
ルがＨＤＤ１１７のＣドライブ２０２に格納される。
【００３７】
　インストーラは、ＥＦＩシステムパーティション２０１内に格納されているデフォルト
のＥＦＩブートファイル２１１のファイル名を所定のファイル名に変更する（ステップＢ
１２）。例えば、図６に示すように、ファイル名を“Ｂｏｏｔｘ６４．ＥＦＩ”から“＿
Ｂｏｏｔｘ６４．ＥＦＩ”に変更する（図６の符号２２１Ａ）。
【００３８】
　続いて、図７に示すように、インストーラは、暗号化されるＣドライブ２０２内のデー
タを復号する機能を有し、デフォルトのＥＦＩブートファイル２１１のファイル名と同じ
ファイル名のプリブートファイル２２１を、ＥＦＩシステムパーティション２０１に格納
する（ステップＢ１３）。
【００３９】
　プリブートマネージャは、ＥＦＩシステムパーティション２０１内の同一のフォルダ内
の所定の名前のＥＦＩブートファイルを呼び出して、ブートマネージャを起動するように
設定されている。起動時に、ＥＦＩブートファイル２１１と同じパスを有するＥＦＩプリ
ブートファイル２２１によってプリブートマネージャが実行される。ＥＦＩブートマネー
ジャは、同一フォルダ内の所定の名前のＥＦＩブートファイル２１１Ａを呼び出して、ブ
ートマネージャを起動させる。ブートマネージャは、オペレーティングシステム１５１を
起動させる。そのため、ブートファイルの読み出し順序を変更することが可能になる。
【００４０】
　図８は、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール後のＨＤＤ１１７の状態の一例を示
す模式図である。　
　ＨＤＤ１１７のＥＦＩシステムパーティション２０１内にファイル名が変更されたＥＦ
Ｉブートファイル２１１Ａと、ＥＦＩプリブートファイル２２１とが格納されている。Ｈ
ＤＤ１１７のＣドライブ２０２内にオペレーティングシステム１５１をＣＰＵ１１１に実
行させるためのＯＳファイル２３１、ディスクフィルタドライバをＣＰＵ１１１に実行さ
るためのディスクフィルタドライバファイル２３２、ファイルシステムフィルタをＣＰＵ
１１１に実行さるためのファイルシステムフィルタドライバファイル２３３、およびＨＤ
Ｄ暗号化ソフトウェアをＣＰＵ１１１に実行さるためのＨＤＤ暗号化ソフトウェアファイ
ル２３４が格納されている。
【００４１】
　（第２の実施形態）
　次に、ブートファイルの起動順序を変更する別の手法について説明する。
【００４２】
　図９は、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を示すフローチャートである。
図１０は、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を説明するための模式図である
。図１１は、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール手順を説明するための模式図であ
る。
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【００４３】
　まず、インストーラは、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアおよびディスクフィルタドライバを
、コンピュータにインストールする（ステップＢ２１）。ファイルシステムフィルタドラ
イバは、プリブートファイルへのアクセスが要求された場合、元のＥＦＩブートファイル
にリダイレクトする。ファイルシステムフィルタドライバにより元のＥＦＩブートファイ
ルにリダイレクトすることによって、アップデート機能によってプリブートファイルが変
更される場合に、ＥＦＩブートファイルをアップデートすることが可能になる。インスト
ールによって、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアをＣＰＵ１１１に実行さるためのＨＤＤ暗号化
ソフトウェアファイルと、ディスクフィルタドライバをＣＰＵ１１１に実行さるためのデ
ィスクフィルタドライバファイルとがＨＤＤ１１７のＣドライブ２０２に格納される。
【００４４】
　インストーラは、Ｃドライブ２０２のシュリンクを行う（ステップＢ２２）。インスト
ーラは、空いた領域にＥＦＩシステムパーティションと同じサイズのパーティション（以
下、複製パーティション）を作成する（ステップＢ２３）。複製パーティションの作成後
のディスク構成を図１０に示す。図１０に示すように、ＨＤＤ１１７内のＣドライブ２０
２がシュリンクされ、ＨＤＤ１１７内に複製パーティション２０３が作成される。
【００４５】
　インストーラは、複製パーティション２０３に、ＥＦＩシステムパーティション２０１
内の全ファイルをコピーする（ステップＢ２４）。なお、コピーの際、フォルダ構成も再
現する。
【００４６】
　次に、インストーラは、ＥＦＩシステムパーティション２０１に格納されたＯＳのブー
トファイル２１１をプリブートファイル２２１によって置き換える（ステップＢ２４）。
ＥＦＩシステムパーティションおよび複製されたパーティション内のファイル構成を図１
１に示す。図１１に示すように、ＥＦＩシステムパーティション２０１内に元のＥＦＩブ
ートファイル２１１のパスが同じである同じＥＦＩプリブートファイル２２１が格納され
ている。複製パーティション２０３内にＥＦＩブートファイル２１１が格納されている。
【００４７】
　ＥＦＩプリブートファイル２２１のパスが元のＥＦＩブートファイル２１１のパスが同
じである同じであるので、オペレーティングシステム１５１の起動前に確実に新たなプリ
ブートファイル２２１が起動されるようになる。
【００４８】
　プリブートマネージャは、作成された複製パーティション２０３内の所定のパスのＥＦ
Ｉブートファイルを呼び出して、ブートマネージャを起動するように設定されている。所
定のパスとは、プリブートファイル２２１のパスと同じパスのことである。起動時に、Ｅ
ＦＩブートファイル２１１と同じパスを有するＥＦＩプリブートファイル２２１によって
プリブートマネージャが実行される。ＥＦＩブートマネージャは、オペレーティングシス
テム１５１起動前のユーザ認証であるプリブート認証が完了した後、ＥＦＩブートファイ
ル２１１を呼び出して、ブートマネージャを起動させる。ブートマネージャは、オペレー
ティングシステム１５１を起動させる。そのため、ブートファイルの読み出し順序を変更
することが可能になる。なお、プリブートマネージャは復号機能を有するので、複製パー
ティション２０３が暗号化されていてもよい。
【００４９】
　図１２は、ＨＤＤ暗号化ソフトウェアのインストール後のＨＤＤ１１７の状態の一例を
示す模式図である。　
　ＨＤＤ１１７のＥＦＩシステムパーティション２０１内にＥＦＩプリブートファイル２
２１が格納されている。ＨＤＤ１１７のＣドライブ２０２内にオペレーティングシステム
１５１をＣＰＵ１１１に実行させるためのＯＳファイル２３１、ディスクフィルタドライ
バをＣＰＵ１１１に実行さるためのディスクフィルタドライバファイル２３２、およびＨ
ＤＤ暗号化ソフトウェアをＣＰＵ１１１に実行さるためのＨＤＤ暗号化ソフトウェアファ
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ＥＦＩブートファイル２１１が格納されている。
【００５０】
　ファイルシステムフィルタドライバは、ＥＦＩシステムパーティション２０１内へのフ
ァイルのアクセスに対して、複製システムパーティション２０３のファイルにリダイレク
トする。
【００５１】
　図１３は、リダイレクトの概要を示す模式図である。　
　ＯＳ上からのＥＦＩシステムパーティション２０１へのアクセスは、全て複製パーティ
ション２０３へのアクセスとなる。
【００５２】
　なお、本実施形態の処理手順はコンピュータプログラムによって実行することができる
ので、このコンピュータプログラムを実行するためのファイルを格納したコンピュータ読
み取り可能な記憶媒体を通じてこのコンピュータプログラムをコンピュータによって実行
するだけで、本実施形態と同様の効果を容易に実現することができる。
【００５３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００５４】
　１０…コンピュータ（情報処理装置）、１１１…ＣＰＵ、１１３…主メモリ、１１６…
ＢＩＯＳ－ＲＯＭ、１１７…ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、１５１…オペレーティ
ングシステム、１５２…種アプリケーションプログラム、２０１…ＥＦＩシステムパーテ
ィション、２０２…Ｃドライブ、２０３…複製パーティション、２１１…ＥＦＩブートフ
ァイル、２２１…ＥＦＩプリブートファイル、２３１…プリブートファイル、２３２…デ
ィスクフィルタドライバファイル、２３３、ファイルシステムフィルタドライバファイル
、２３４…ＨＤＤ暗号化ソフトウェアファイル。
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